
松本歯科大学
発行所　学校法人　松本歯科大学

長野県塩尻市広丘郷原1780
  （0263）52－3100
www.mdu.ac.jp

１部60円

Matsumoto Dental University News� No. 473, June 1, 2023

創
立
者
の
偉
業
と
長
年
に
わ
た
る
両
大
学
の
友
好
関
係
を
称
え

矢
ヶ
﨑
理
事
長
に
「
河
北
医
科
大
学
口
腔
医
院
名
誉
院
長
」
の
称
号
贈
る

　

中
国
の
河
北
医
科
大
学
の
代
表
団
が
５
月
24
日
（
水
）
に
本
学
を
訪
問
し
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
し
ば
ら
く
見
合
わ
せ
て
い
た
対
面
交
流
が
再
開
さ
れ
た
。
本
学

は
役
員
や
教
員
、
河
北
医
科
大
学
の
卒
業
生
、
そ
し
て
中
国
籍
の
留
学
生
ら
が
熱

烈
歓
迎
し
た
。
河
北
医
科
大
学
か
ら
は
矢
ヶ
﨑 

雅
理
事
長
に
「
河
北
医
科
大
学
口

腔
医
院
名
誉
院
長
」
の
称
号
が
贈
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
が
称
え
ら
れ
た
。
今

回
の
訪
問
は
、
両
大
学
の
姉
妹
校
締
結
後
、
35
年
以
上
に
わ
た
る
友
好
関
係
の
再

構
築
を
図
る
た
め
の
重
要
な
一
歩
と
な
っ
た
。

チームプレーに参加者一丸
学年を超え笑顔あふれる

第34回体育祭

　

第
34
回
体
育
祭
が
５
月
13
日

（
土
）、
本
学
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ

た
。
歯
学
部
学
生
や
衛
生
学
院
生
、

教
員
な
ど
約
１
５
０
人
が
参
加
し
、

チ
ー
ム
対
抗
方
式
で
玉
入
れ
や
綱
引

き
、リ
レ
ー
な
ど
の
種
目
を
楽
し
み
、

学
年
の
枠
を
超
え
て
交
流
し
た
。

　

開
会
式
で
宇
田
川
信
之
歯
学
部
長

は
「
歯
学
部
、衛
生
学
院
の
皆
さ
ん
、

き
ょ
う
は
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
れ
る
機
会
で
す
の
で
、
競
技

を
通
し
て
一
日
楽
し
く
過
ご
し
ま
し

ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
３
年
連
続
で

体
育
祭
実
行
委
員
会
委
員
長
を
務
め

た
第
５
学
年
の
伊
藤
公
平
君
が
、
一

日
の
流
れ
や
注
意
事
項
な
ど
を
説
明

し
た
あ
と
、
全
員
で
ラ
ジ
オ
体
操
で

準
備
運
動
を
し
て
競
技
に
入
っ
た
。

　

学
生
た
ち
は
赤
、
黄
、
紫
、
オ

レ
ン
ジ
の
色
別
４
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
、
玉
入
れ
、
部
活
対
抗
リ
レ
ー
、

チ
ー
ム
対
抗
綱
引
き
な
ど
の
種
目
に

取
り
組
ん
だ
。
始
め
は
緊
張
気
味
だ

っ
た
新
入
生
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進

む
に
つ
れ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
表
情

に
な
り
、
学
年
の
枠
を
超
え
、
参
加

者
一
丸
と
な
っ
て
健
闘
を
た
た
え
合

い
、
笑
い
合
っ
た
。

　

玉
入
れ
で
は
、
テ
ニ
ス
部
が
用
意

さ
れ
た
玉
全
て
を
篭
に
投
げ
入
れ
て

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
ゲ
ー
ム
を
達
成
。
部

活
対
抗
リ
レ
ー
は
、
サ
ッ
カ
ー
部
が

俊
足
自
慢
を
揃
え
、
１
位
を
獲
得
し

た
。
チ
ー
ム
対
抗
リ
レ
ー
で
は
、
樋

口
大
輔
病
院
長
ら
補
綴
科
の
先
生
方

も
学
生
に
交
じ
り
力
走
し
喝
采
を
浴

び
た
。
体
育
祭
を
締
め
く
く
る
全
員

参
加
の
「
〇
×
ク
イ
ズ
」
で
は
、「
大

学
内
を
稼
働
し
て
い
る
自
動
芝
刈
り

機
の
台
数
」
な
ど
の
出
題
が
あ
り
、

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
チ
ケ

ッ
ト
や
、
ア
ッ
プ
ル
社
製
の
イ
ヤ
ホ

ン
、
任
天
堂
の
ゲ
ー
ム
機
な
ど
の
豪

華
賞
品
が
当
た
る
と
あ
っ
て
、
一
問

ず
つ
参
加
者
が
絞
ら
れ
て
い
く
に
つ

れ
、
一
段
と
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て

い
た
。

　

実
行
委
員
長
の
伊
藤
君
は
開
会

前
、
取
材
に
訪
れ
た
地
元
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
、

雨
の
た
め
体
育
館
で
の
開
催
と
な
っ

た
昨
年
を
思
い
出
し
な
が
ら
「
今
年

は
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
で
き
る
」
と

喜
び
、「
１
年
生
も
先
輩
も
一
緒
に

な
っ
て
、
今
後
に
つ
な
が
る
よ
う
な

人
間
関
係
を
つ
く
れ
る
体
育
祭
に
し

た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

河
北
医
科
大
学
の
代
表
団
は
、
倪ニ

イ 

鉄テ
ィ
エ
ジ
ュ
ン軍

党
委
副
書
記
を
は
じ
め
、
李リ 

増ツ
ン
ニ
ィ
ン寧
口
腔
医

院
党
委
書
記
、
張

チ
ャ
ン 

瑞ル
イ
リ麗

看
護
学
院
院
長
、

張ﾁ
ｬ
ﾝ 
奇チ

国
際
合
作
交
流
処
処
長
、
趙チ

ャ
オ　

琛ツ
ン

口

腔
医
院
修
復
科
教
授
の
メ
ン
バ
ー
５
名
で
構

成
さ
れ
、
本
学
を
訪
れ
た
。

　

大
学
の
正
面
玄
関
に
は
中
国
と
日
本
の
国

旗
が
掲
揚
さ
れ
、
玄
関
ホ
ー
ル
に
は
中
国
出

身
の
留
学
生
・
董ト

ウ 

家カ

ウ宇
君
が
揮
毫
し
た
横

断
幕
「
熱
烈
歓
迎 

河
北
医
科
大
学
」
が
掲

げ
ら
れ
て
、
大
学
全
体
が
歓
迎
ム
ー
ド
に
包

ま
れ
た
。

　

代
表
団
は
到
着
直
後
、
松
本
歯
科
大
学
の

創
立
者
で
あ
る
矢
ヶ
﨑 

康
先
生
の
銅
像
に

向
か
い
、
河
北
医
科
大
学
及
び
河
北
医
科
大

学
研
修
生
一
同
か
ら
の
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
記
し
た
感
謝
の
ス
タ
ン
ド
花
を
捧
げ
た
。

記
さ
れ
た
「
両
校
友
好
先
駆
者
」
と
「
徳
厚

流
光
、
銘
感
不
忘
」（
両
校
の
友
好
の
先
駆

者
で
あ
ら
れ
る
創
立
者
の
矢
ヶ
﨑 

康
先
生

は
人
格
が
高
く
、
年
月
が
経
っ
て
も
そ
の
恩

情
を
深
く
心
に
刻
ん
で
忘
れ
な
い
）
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
両
大
学
の
長
い
歴

史
と
友
好
関
係
を
象
徴
し
て
い
る
。

代
表
団
は
創
立
者
の
偉
業
と
両
大
学

の
連
携
に
敬
意
を
表
し
、
感
謝
の
意

を
込
め
て
深
く
一
礼
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
行
は
創
立
30
年
記
念

棟
常
念
岳
会
議
室
で
、
矢
ヶ
﨑
理
事

長
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
の
役
員
と

懇
談
を
行
っ
た
。

　

倪 

党
委
副
書
記
か
ら
矢
ヶ
﨑
理

事
長
に
「
河
北
医
科
大
学
口
腔
医
院

名
誉
院
長
」
の
称
号
が
贈
ら
れ
、
こ

れ
ま
で
の
功
績
が
讃
え
ら
れ
た
。
矢

ヶ
﨑
理
事
長
は
謝
辞
を
述
べ
、「
代

表
団
の
皆
さ
ん
の
訪
問
を
心
待
ち
に

し
て
い
ま
し
た
。
両
大
学
の
友
好
関

係
が
今
後
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
こ

と
を
願
い
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

ま
た
、
河
北
医
科
大
学
の
関
係
者
も

「
松
本
歯
科
大
学
と
の
対
面
交
流
再

開
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
両
大

学
が
互
い
の
強
み
を
生
か
し
合
い
な

が
ら
、
よ
り
高
い
学
術
水
準
と
国
際

的
な
競
争
力
を
獲
得
す
る
た

め
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
コ
メ

ン
ト
し
た
。

　

会
場
に
は
、
河
北
医
科
大

学
の
卒
業
生
（
本
学
大
学
院

生
３
人
と
、
大
学
院
卒
業
後

に
本
学
で
助
教
を
務
め
る
１

人
）
も
参
集
し
、
各
々
自
己

紹
介
と
近
況
報
告
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
は
宇
田
川
信
之
歯

学
部
長
の
案
内
の
も
と
、
代

表
団
は
大
学
病
院
や
体
育

館
、
実
習
館
、
総
合
歯
科
医

学
研
究
所
な
ど
を
視
察
し

た
。
特
に
病
院
内
の
健
康
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
や
、
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
、
お
よ
び
小
児
歯

科
に
あ
る
授
乳
室
の
設
置
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
。
こ
の
視
察
は
両
大
学

の
間
で
最
新
の
設
備
や
施
設
に
つ
い

て
の
知
識
を
共
有
し
、
さ
ら
な
る
協

力
の
可
能
性
を
模
索
す
る
貴
重
な
機

会
と
な
っ
た
。

　

夕
方
に
は
本
学
図
書
会
館
の
１
階

ホ
ー
ル
で
盛
大
な
親
睦
会
が
開
催
さ

れ
た
。
本
学
役
員
や
教
員
、
本
学
在

学
生
、
河
北
医
科
大
学
の
卒
業
生
、

そ
し
て
中
国
籍
の
留
学
生
ら
約
40
人

が
参
加
し
た
。
こ
の
親
睦
会
で
は
、

留
学
経
験
や
臨
床
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
関
す
る
交
流
に
つ
い
て
活
発
に
語

ら
れ
、
深
い
友
情
が
生
ま
れ
た
。

　

両
大
学
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
制
約
を
克
服
し
、

再
び
友
好
関
係
を
深
め
る
た
め
の
努

力
を
続
け
て
い
る
。
今
後
、
両
校
の

友
好
交
流
が
一
層
促
進
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

（
総
合
歯
科
医
学
研
究
所　

准
教
授　

楊 

静
）チーム対抗リレー（写真部撮影）

力が入った綱引き（写真部撮影）

姉妹校・河北医科大学代表団が来学

河北医科大学より贈られた生花の前の代表団　　献花立札の「両校友好先駆者」（左）と「徳厚流光・銘感不忘」は、
両校の友好の先駆者であられる創立者の矢ヶ﨑 康先生は人格が高く、年月が経ってもその恩情を深く心に刻んで忘れない

病
院
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
を
視
察
す
る
代
表
団

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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今
月
号
は
『
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
』
６
月
16
日
号
「
リ
ー
ダ
ー
の
掟 

飯
島 

勲
」

よ
り
、
地
方
議
会
の
改
革
と
議
員
候
補
者
の
質
の
向
上
に
つ
い
て
の
記
事
を

要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

私
は
、
誰
が
政
治
家
に
な
ろ
う
が
構
わ
な
い
。

内
閣
官
房
参
与
　
　
　
　
　

松
本
歯
科
大
学
常
務
理
事
　

特
命
教
授
　
　
　
　
　
　
　

飯
島 

勲

創立者の「視点」

大学誌編集主幹
特任教授

笠 原  浩

創立者の「視点」

大学誌編集主幹
特任教授

笠 原  浩

創立者の「視点」

大学誌編集主幹
特任教授

笠 原  浩

創立者の「視点」

大学誌編集主幹
特任教授

笠 原  浩

　

松
本
歯
科
大
学
病
院
の
内
科
に
今

春
、
新
た
に
小
澤
真
希
子
医
師
が
着

任
し
た
。
内
科
外
来
や
健
診
セ
ン
タ

ー
で
の
健
診
、
内
視
鏡
検
査
な
ど
の

業
務
を
担
当
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や

培
っ
て
き
た
技
術
を
駆
使
し
、
地
域

医
療
に
貢
献
し
よ
う
と
全
力
を
挙
げ

て
い
る
。

　

小
澤
医
師
は
消
化
器
内
科
が
専
門

で
、
日
本
内
科
学
会
や
日
本
消
化
器

病
学
会
、日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会
、

日
本
膵
臓
学
会
な
ど
に
所
属
し
て
い

る
。
県
内
の
複
数
の
医
療
機
関
に
勤

務
し
た
経
験
を
持
ち
、
直
近
で
は
今

年
３
月
ま
で
、
県
立
木
曽
病
院
で
消

化
器
内
科
科
長
と
内
科
科
長
を
務
め

て
い
た
。

　

兵
庫
県
出
身
で
、
医
師
を
目
指
し

て
信
州
大
学
医
学
部
に
進
ん
だ
。
医

学
生
時
代
、
所
属
し
て
い
た
軟
式
テ

ニ
ス
部
の
先
輩
か
ら
勧
誘
さ
れ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
内
視
鏡
に
関
心
を
持

つ
よ
う
に
な
り
、
内
視
鏡
が
威
力
を

発
揮
す
る
消
化
器
内
科
の
専
門
性

を
高
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
と

い
う
。
医
師
と
な
っ
て
６
年

目
か
ら
は
、
信
州
大
学
大
学

院
の
博
士
課
程
に
進
み
、
さ

ら
に
研
鑽
を
積
ん
だ
。
４
年

に
わ
た
る
大
学
院
生
時
代
に

は
、
松
本
歯
科
大
学
病
院
健

診
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
て
い

る
本
学
特
任
教
授
で
、
信
州

大
学
名
誉
教
授
の
川 

茂
幸

医
師
か
ら
も
薫
陶
を
受
け
た

と
い
う
。

　

現
在
、
塩
尻
市
内
で
夫
の
家
族
と

同
居
し
て
お
り
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
も
取
り
や
す
い
こ
と
か
ら
、

松
本
歯
科
大
学
病
院
を
新
た
な
勤
務

先
に
選
ん
だ
。
小
澤
医
師
は
、
常
に

学
び
、専
門
性
を
高
め
な
が
ら
も「
個

人
と
し
て
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
も

大
切
に
し
た
い
」
と
い
い
、「
地
域

の
方
々
の
健
康
増
進
と
、
胃
が
ん
な

ど
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
お
役

に
立
ち
た
い
」
と
抱
負
を
話
し
て
い

る
。

　

日
本
補
綴
歯
科
学
会
第
１
３
２
回

学
術
大
会
90
周
年
記
念
大
会
（
大
会

長
・
馬
場
一
美
松
本
歯
科
大
学
客
員

教
授
）
が
5
月
19
日
（
金
）
か
ら
3

日
間
の
日
程
で
、
横
浜
市
の
パ
シ
フ

ィ
コ
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
。
本
学
の

樋
口
大
輔
病
院
長
が
「
ハ
ン
ズ
オ
ン

セ
ミ
ナ
ー
口
腔
内
ス
キ
ャ
ナ
ー
の
実

践
ｖ
ｅ
ｒ
．
５
」
の
講
師
と
、「
症

例
報
告
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ンFocus 

On

補
綴
歯
科
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

の
座
長
を
務
め
た
。

　

ハ
ン
ズ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー
は
松
風
、

ノ
ー
ベ
ル
バ
イ
オ
ケ
ア
社
、
日
本
ピ

ス
ト
ン
リ
ン
グ
の
協
賛
で
行
わ
れ
、

こ
の
大
会
で
5
回
目
と
な
る
人
気
企

画
で
あ
る
。
現
在
は
口
腔
内
ス
キ
ャ

ナ
ー
を
導
入
す
る
施
設
も
多
く
な

り
、
ま
た
最
新
機
種
も
販
売
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
知
識
の
ア
ッ
プ
デ

　

半
世
紀
前
の
「
ム
シ
歯
の
洪
水
」

の
渦
中
で
、
最
大
の
被
害
者
と
な
っ

た
の
が
幼
い
子
ど
も
た
ち
で
あ
っ

た
。
１
９
６
９
年
の
歯
科
疾
患
実
態

調
査
（
厚
生
省
）
に
は
、
乳
歯
が
生

え
揃
っ
た
ば
か
り
の
３
歳
児
の
ム
シ

歯
罹
患
率
87
％
、
１
人
あ
た
り
平
均

ム
シ
歯
数
６
・
３
本
、
５
歳
児
で
は

罹
患
率
97
％
、
平
均
ム
シ
歯
数
９
・

２
本
と
い
う
数
字
が
並
ん
で
い
る
。

全
て
の
歯
が
崩
壊
し
て
、
食
べ
る
機

能
が
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
い
る
子
ど

も
も
珍
し
く
は
な
か
っ
た
。

　

１
本
で
も
痛
い
歯
が
あ
れ

ば
、
大
人
で
さ
え
も
「
食
べ

る
楽
し
さ
」
は
失
わ
れ
て
し

ま
う
。
育
ち
盛
り
の
子
ど
も

が
多
数
歯
に
進
行
し
た
ム
シ

歯
と
も
な
れ
ば
、
全
身
的
に

も
深
刻
な
影
響
が
出
る
。
成

長
発
育
は
遅
れ
、
情
緒
面
で

も
不
安
定
に
な
り
や
す
い
。

　

歯
髄
感
染
か
ら
歯
肉
に
膿

瘍
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
な
症

例
も
少
な
く
は
な
く
、
体
重

の
減
少
、
貧
血
、
顎
下
リ
ン

パ
節
の
腫
脹
、
と
き
に
は
病

巣
感
染
と
思
わ
れ
る
内
臓
疾
患
な
ど

が
報
告
さ
れ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
時
代
は
歯
科
医

師
数
の
絶
対
的
不
足
で
、
歯
科
医
療

難
民
が
巷
に
溢
れ
て
い
た
。
そ
ん
な

中
で
、「
き
き
わ
け
が
な
く
」
容
易

に
は
口
も
開
け
て
く
れ
な
い
よ
う
な

幼
児
の
治
療
を
引
き
受
け
て
く
れ
る

歯
科
医
院
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か

っ
た
。「
泣
く
子
は
お
断
り
」
と
、

玄
関
払
い
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

小
児
歯
科
医
学
も
、
わ
が
国
で
は

ま
だ
夜
明
け
前
の
時
代
で
あ
っ
た
。

最
初
の
専
門
講
座
が
東
京
医
科
歯
科

大
学
に
設
置
さ
れ
た
の
が
１
９
５
６

年
、
続
い
て
日
本
大
学
歯
学
部
に
も

設
置
さ
れ
た
が
、
65
年
の
時
点
で
は

他
の
大
学
に
は
存
在
し
な
い
。
大
多

数
の
歯
科
医
師
は
幼
児
の
重
症
ム
シ

歯
に
対
処
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
付

け
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。「
歯

の
痛
み
に
泣
く
子
も
断
る
不
親
切
な

歯
医
者
」、「『
お
と
な
し
く
し
ろ
』

と
暴
力
を
ふ
る
う
乱
暴
な
歯
医
者
」

な
ど
へ
の
不
満
が
、
新
聞
の
投
書
欄

を
埋
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

医
療
保
険
上
で
の
小
児
加
算
な
ど

も
全
く
な
く
、
手
間
の
か
か
る
幼
児

の
歯
科
治
療
で
は
不
採
算
が
当
り
前

で
、
開
業
医
の
間
で
は
「
で
き
れ
ば

診
た
く
な
い
患
者
、
①
ジ
ャ
リ
（
乳

幼
児
）、
②
ロ
ー
（
高
齢
者
）、
③
セ

イ
ホ
（
生
活
保
護
者
＝
差
額
徴
収
が

で
き
な
い
）と
さ
さ
や
か
れ
て
い
た
。

　

67
年
に
著
者
の
恩
師
で
あ
る
落
合

靖
一
先
生
が
東
京
四
谷
に
「
わ
か
ば

歯
科
医
院
」（
ま
だ
小
児
歯

科
の
標
榜
は
許
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
）の
を
皮
切
り
に
、

70
年
代
に
は
小
児
歯
科
学

の
訓
練
を
受
け
た
専
門
医

の
開
業
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し

当
初
は
、
ど
こ
も
が
保
険
は

取
り
扱
わ
な
か
っ
た
の
で
、

「
高
価
な
歯
科
治
療
」
へ
の

不
満
の
声
が
上
が
っ
て
も

い
た
。

　

国
立
の
大
学
病
院
小
児

歯
科
は
、
さ
す
が
保
険
診
療

を
し
て
は
い
た
が
、
初
診
受

付
の
順
番
待
ち（
ウ
ェ
イ
テ
ィ
ン
グ
）

が
１
年
か
ら
２
～
３
年
に
と
伸
び
て

い
っ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
筆
者
が

母
校
の
口
腔
外
科
で
３
年
目
に
入

っ
て
い
た
臨
床
研
修
を
切
り
上
げ

て
、
財
団
法
人
代
々
木
病
院
（
東

京
千
駄
ヶ
谷
）
に
入
職
し
た
の
が
、

１
９
６
３
年
の
夏
で
あ
っ
た
。

　

民
医
連
の
病
院
は
「
ど
ん
な
患
者

で
も
受
け
入
れ
る
。
差
額
徴
収
は
し

な
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
か

ら
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
、
と
て
つ

も
な
い
数
の
患
者
が
押
し
寄
せ
て
き

た
。
た
っ
た
１
人
の
歯
科
医
師
で
あ

っ
た
筆
者
の
苦
闘
に
つ
い
て
は
次
回

に
報
告
し
た
い
。　

60 年前の歯科医療 (5)

症例報告コンペで座長を務める樋口病院長（右）

無投票になったことを知らせる張り紙

内視鏡検査室で機器をチェックする小澤医師

ー
ト
は
必
須
で
あ
る
。
参
加
者
は
3

種
類
の
機
器
に
触
れ
、
そ
の
場
で
そ

れ
ぞ
れ
を
比
較
で
き
る
貴
重
な
機
会

と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
症
例
報
告
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ

ョ
ン
は
本
大
会
か
ら
初
め
て
企
画
さ

れ
、
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
6
組
が
そ
れ

ぞ
れ
手
掛
け
た
症
例
に
つ
い
て
歯
科

医
師
と
歯
科
技
工
士
の
立
場
か
ら
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
フ

ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
の
発
表
後
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
会
場
か
ら
投
票
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
て
集
計
す
る
試
み
は
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
臨
場
感
に
あ
ふ
れ
る
企
画

と
な
り
、
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
に
立
ち
見

が
出
る
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

本
大
会
に
は
全
国
か
ら
３
０
０
０

人
が
集
ま
り
盛
会
と
な
っ
た
。
次
回

大
会
は
幕
張
メ
ッ
セ
（
千
葉
）
で
、

日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
が
主
管
と
な

り
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

（
歯
科
補
綴
学
講
座　

講
師　

吉
田
裕
哉
）

「
地
域
の
方
の
健
康
増
進
の
お
役
に
立
ち
た
い
」

大
学
病
院
内
科
に
小
澤
真
希
子
医
師
が
着
任

樋口大輔病院長が
座長を務め盛会

補綴歯科学会９０周年記念大会

　

統
一
地
方
選
挙
と
衆
参
補
欠
選

挙
も
終
わ
り
、
永
田
町
で
は
、「
解

散
総
選
挙
は
い
つ
か
」
と
い
う
話
題

が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
が
終
わ
っ
て
解
散
風

は
さ
ら
に
強
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

今
回
の
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
日
本
維
新
の
会
の
大
躍
進
と
、

補
欠
選
挙
で
４
勝
１
敗
の
自
民
党
が

か
ろ
う
じ
て
合
格
点
と
い
っ
た
評
価

が
多
い
よ
う
だ
。
特
に
補
選
に
お
け

る
、
有
権
者
の
投
票
行
動
を
細
か
く

見
て
み
る
と
、
従
来
の
自
民
党
支
持

層
と
無
党
派
層
は
大
き
な
動
き
を
見

せ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

与
党
側
が
次
の
総
選
挙
で
勝
利
を

お
さ
め
る
に
は
、
こ
の
２
つ
の
層
の

票
を
集
め
る
必
要
が
あ
り
、
岸
田
首

相
も
解
散
の
時
期
を
見
極
め
る
の
が

難
し
い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
維
新
の
躍
進
に
よ
っ
て
、

野
党
共
闘
の
路
線
が
な
く
な
っ
た
こ

と
も
、
与
野
党
勢
力
に
と
っ
て
は
、

有
利
と
な
る
か
不
利
と
な
る
か
は
、

読
み
づ
ら
い
と
こ
ろ
だ
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、６
月
12
日
の
国
会
会
期
末
後
、

政
局
は
大
き
く
動
く
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、４
月
の
選
挙
を
終
え
て
、

も
っ
と
深
く
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。
全
国
各
地

の
町
村
議
員
選
挙
で
、
立
候
補
者
数

が
定
数
を
超
え
な
い
選
挙
区
が
続
出

し
、
計
１
２
５
０
人
が
無
投
票
で
当

選
と
な
っ
た
問
題
で
あ
る
。
そ
の
う

ち
、
20
選
挙
区
で
は
立
候
補
者
が
定

数
に
満
た
ず
に
、
全
員
当
選
し
て
も

議
会
が
定
数
割
れ
と
い
う
事
態
に
な

っ
て
い
る
。 

　

国
会
議
員
の
選
挙
区
に
つ
い
て

は
、
１
票
の
格
差
が
論
じ
ら
れ
る
機

会
も
多
く
、
憲
法
に
添
う
も
の
か
ど

う
か
と
裁
判
も
行
わ
れ
て
、
た
び
た

び
見
直
さ
れ
て
い
る
。こ
の
機
会
に
、

地
方
議
会
に
お
い
て
も
、
選
挙
区
や

区
割
り
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。 

地
方
議
会
は
民
主
主
義

の
基
本
で
あ
り
、
一
日
も
早
い
改
革

が
必
要
だ
。

　

制
度
だ
け
で
は
な
く
、
候
補
者
の

「
質
」
に
つ
い
て
も
考
え
る
べ
き
だ
。

仮
に
コ
ロ
ナ
禍
で
職
を
失
っ
た
フ
リ

ー
タ
ー
が
、
地
方
議
員
の
定
数
割
れ

の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、
候
補
者
が
不

足
し
そ
う
な
町
に
移
住
し
た
ら
、
あ

っ
さ
り
無
投
票
で
当
選
す
る
こ
と
も

あ
り
え
る
。
現
在
の
地
方
選
挙
の
制

度
は
、
選
挙
の
洗
礼
も
受
け
ず
に
、

な
ん
の
政
策
の
準
備
も
な
い
、
た
だ

生
計
を
立
て
る
た
め
に
立
候
補
し
た

議
員
を
誕
生
さ
せ
て
し
ま
う
の
だ
。

　

有
権
者
は
地
方
議
員
に
対
し
て

も
、
き
ち
ん
と
行
動
を
見
守
っ
て
ほ

し
い
。

　

制
度
と
い
え
ば
、
女
性
議
員
の
数

を
増
や
す
と
い
う
目
標
に
つ
い
て
も

少
し
考
え
た
い
。
政
府
は
「
女
性
が

活
躍
す
る
社
会
」
と
い
う
目
標
を
掲

げ
て
お
り
、
国
政
選
挙
の
候
補
者
数

の
女
性
比
率
を
、
自
民
党
は
30
％
、

立
憲
民
主
党
は
50
％
な
ど
と
定
め
て

い
る
の
だ
が
、
こ
う
い
う
目
標
の
設

定
は
妥
当
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

北
欧
の
よ
う
に
、
も
と
も
と
多
く

の
女
性
が
社
会
に
出
て
活
躍
し
て
い

た
社
会
で
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
比
率

の
目
標
は
有
効
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

日
本
の
場
合
、
女
性
が
男
性
と
同
じ

よ
う
に
働
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の

歴
史
が
浅
く
、
絶
対
的
に
人
数
が
足

り
て
い
な
い
。

　

政
治
家
と
し
て
の
能
力
と
や
る
気

に
満
ち
た
女
性
に
活
躍
し
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
思
い
は
、
私
も
あ
る
。

　

以
前
も
こ
の
連
載
で
お
話
し
し
た

が
、私
は
「
政
治
家
と
し
て
の
能
力
」

を
持
っ
た
人
で
あ
れ
ば
、
男
性
だ
ろ

う
が
女
性
だ
ろ
う
が
、
若
か
ろ
う
が

老
い
て
い
よ
う
が
、
誰
が
政
治
家
に

な
ろ
う
が
構
わ
な
い
と
思
う
。
き
っ

と
、
世
の
中
に
は
見
出
さ
れ
て
い
な

い
優
秀
な
政
治
家
の
才
能
が
眠
っ
て

い
る
は
ず
だ
。し
か
し
、「
枠
あ
り
き
」

と
い
う
発
想
で
は
、
ど
ん
な
に
潜
在

的
才
能
が
あ
っ
て
も
現
時
点
で
議
員

と
し
て
の
能
力
が
足
り
て
い
な
い
人

ま
で
無
理
に
選
挙
に
出
る
こ
と
に
な

る
。

　

古
い
話
だ
が
、
１
９
８
９
年
の
参

院
選
で
日
本
社
会
党
の
女
性
候
補
者

が
数
多
く
当
選
し
た
「
マ
ド
ン
ナ
旋

風
」
を
思
い
だ
し
た
。
当
時
の
土
井

た
か
子
社
会
党
委
員
長
の
「
山
が
動

い
た
」
と
い
う
発
言
と
と
も
に
記
憶

に
残
っ
て
い
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

そ
の
年
の
４
月
に
導
入
さ
れ
た
消
費

税
へ
の
反
対
を
掲
げ
て
、
政
治
に
関

す
る
知
識
が
ほ
と
ん
ど
な
い
議
員
が

誕
生
し
て
し
ま
っ
た
。
結
局
、
有
権

者
の
期
待
は
裏
切
ら
れ
て
、
次
の
選

挙
で
多
く
の
議
員
が
議
席
を
失
う
こ

と
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
時
の
経
験
で
、
日
本

の
有
権
者
の
中
に
人
気
優
先
の
女
性

候
補
者
に
対
す
る
不
信
感
の
よ
う
な

も
の
が
生
ま
れ
、
そ
の
後
の
政
界
へ

の
女
性
進
出
を
妨
げ
た
よ
う
に
感
じ

て
い
る
。
私
が
思
う
に
、「
マ
ド
ン

ナ
旋
風
」
の
弊
害
と
は
、
選
挙
の
厳

し
さ
と
い
う
よ
り
も
、
政
治
家
を
目

指
す
優
秀
な
女
性
が
集
ま
り
に
く
く

な
っ
た
こ
と
だ
と
思
う
。

　

本
当
に
、
男
性
と
変
わ
ら
な
い
人

数
の
女
性
議
員
が
活
躍
で
き
る
よ
う

に
な
る
に
は
、
単
純
に
女
性
の
数
を

増
や
す
の
で
は
な
く
、
政
治
家
と
し

て
の
才
能
を
育
て
、
実
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
育
成
が
重

要
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
背
中
を
追

い
か
け
た
く
な
る
よ
う
な
、
政
治
家

に
お
け
る
「
ス
タ
ー
」
が
出
て
き
て

ほ
し
い
。
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２
０
２
２
年
度
事
業
報
告
、
決
算
等
を
承
認

　

学
校
法
人
松
本
歯
科
大
学
の
第
２
０
６
回
理
事
会
お
よ
び
第
１
４
８
・
１
４
９
回
評
議

員
会
が
５
月
25
日
（
木
）、
本
部
館
３
階
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
２
０
２
２
年
度
事
業
報

告
ほ
か
各
議
案
を
審
議
、
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
承
認
可
決
さ
れ
た
。

理事会報告

令和 4 年度資金収支計算書および令和 5 年度予算書
（令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31日）� （令和 5年 4月 1日～令和 6年 3月 31日）

（単位　　円）

　収　入　の　部
科　　　　　目 令和 4年度決算 令和 5年度予算

学生生徒等納付金収入 2,150,679,320 2,100,740,000
手数料収入 17,987,739 17,000,000
寄付金収入 17,710,000 18,000,000
補助金収入 299,092,253 264,000,000
資産売却収入 2,700,740,970 0
付随事業・収益事業収入 1,583,436,240 1,670,000,000
受取利息・配当金収入 178,118,569 200,000,000
雑収入 85,024,349 76,000,000
借入金等収入 0 0
前受金収入 207,918,200 196,000,000
その他の収入 1,195,837,350 1,186,600,000
資金収入調整勘定 △�457,240,738 △�470,000,000
前年度繰越支払資金 616,098,765 2,905,808,417

収入の部合計 8,595,403,017 8,164,148,417

　支　出　の　部
科　　　　　目 令和 4年度決算 令和 5年度予算

人件費支出 2,507,014,882 2,390,880,177
教育研究経費支出 1,353,018,046 1,513,723,135
管理経費支出 751,152,510 825,056,162
借入金等利息支出 7,034,205 0
借入金等返済支出 0 0
施設関係支出 255,467,052 ��256,150,000
設備関係支出 283,679,104 338,178,000
資産運用支出 901 0
その他の支出 1,329,462,786 1,201,200,000

　〔予備費〕
資金支出調整勘定 △�478,845,573 △�470,000,000
翌年度繰越支払資金 2,587,419,104 2,108,960,943

支出の部合計 8,595,403,017 8,164,148,417
 貸　　借　　対　　照　　表
令和 5年 3月 31日

（単位　　円）

　資　産　の　部
科　　　　　目 本年度末 前年度末

　固定資産 13,807,355,439 16,517,876,221
有形固定資産 12,674,612,531 12,868,495,231

土　地 3,908,075,598 3,908,075,598
建　物 6,471,786,881 6,952,370,843
その他の有形固定資産 2,294,750,052 2,008,048,790

特定資産 105,668,913 105,667,861
その他の固定資産 1,027,073,995 3,543,713,129

有価証券 872,145,200 3,389,145,200
長期貸付金他 154,928,795 154,567,929

　流動資産 2,938,408,061 970,371,727
現金預金 2,587,419,104 616,098,765
その他の流動資産 350,988,957 354,272,962
資産の部合計 16,745,763,500 17,488,247,948

　負　債　の　部
科　　　　　目 本年度末 前年度末

　固定負債 1,111,726,876 1,256,353,360
　流動負債 968,881,034 789,996,915

負債の部合計 2,080,607,910 2,046,350,275

　純　資　産　の　部�
科　　　　　目 本年度末 前年度末

　基本金 41,195,751,446 40,845,323,979
　繰越収支差額 △�26,530,595,856 △�25,403,426,306
　純資産の部合計 14,665,155,590 15,441,897,673

負債及び純資産の部合計 16,745,763,500 17,488,247,948

【
会
議
事
項
】

１
．
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
度
事

業
報
告
に
つ
い
て

２
．
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
度
決

算
に
つ
い
て

３
．
寄
附
金
品
の
受
納
に
つ
い
て

４
．
任
期
満
了
に
と
も
な
う
監
事
の

　
　

選
任
に
つ
い
て

５
．
学
校
法
人
松
本
歯
科
大
学
諸
規

程
の
一
部
改
正
等
に
つ
い
て

【
２
０
２
２
年
度
事
業
報
告
概
要
】

〈
Ⅰ
．
教
育
・
研
究
〉

１
．
歯
学
部

　

①
歯
学
部
教
育
の
質
の
保
証
と
向
上

　

・
進
級
判
定
、
卒
業
判
定
と
も
に

　
　

判
定
基
準
を
明
確
に
し
、
厳
格

　
　

な
成
績
判
定
を
実
施
し
た
。

　

・
各
学
年
に
学
年
主
任
と
補
佐
を

　
　

５
～
７
人
程
配
置
し
、
修
学
状

　
　

況
の
把
握
、
学
習
及
び
学
生
生

　
　

活
の
相
談
に
応
じ
、
サ
ポ
ー
ト

　
　

し
た
。
ま
た
、
科
目
・
授
業
担

　
　

当
者
に
は
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
の

　
　

設
定
を
義
務
付
け
、
授
業
等
の

　
　

質
問
に
個
別
に
対
応
し
た
。

　

・
学
生
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に
授
業

　
　

資
料
や
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
テ
ス
ト

　
　

の
問
題･

正
答
を
掲
載
し
、
４

　
　

～
６
年
生
に
対
し
て
は
、
ス
マ

　
　

ー
ト
フ
ォ
ン
端
末
を
用
い
た
学

　
　

習
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
た
。

　

・
Ｆ
Ｄ
を
２
回
開
催
し
、
教
員
の

　
　

教
育
力
の
強
化
に
努
め
た
。

　

②
退
学
者
、
除
籍
者
の
低
減

　

・
各
学
年
に
学
年
主
任
と
補
佐
を

　
　

５
～
７
人
程
配
置
し
、
学
生
の

　
　

修
学
状
況
の
把
握
、
学
習
及
び

　
　

学
生
生
活
の
相
談
に
対
応
し
、

　
　

学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

　

・
学
生
相
談
室
に
非
常
勤
カ
ウ
ン

　
　

セ
ラ
ー
を
配
置
し
、
月
２
～
３

　
　

回
、
１
回
あ
た
り
２
時
間
、
年

　
　

32
回
実
施
し
、
様
々
な
心
理
的

　
　

問
題
に
対
応
し
た
。

　

③
標
準
修
業
年
限
内
で
の
卒
業
率

　
　

の
向
上

　

・
各
学
年
に
学
年
主
任
と
補
佐
を

　
　

５
～
７
人
程
配
置
し
、
学
習
及

　
　

び
学
生
生
活
の
相
談
に
応
じ
、

　
　

サ
ポ
ー
ト
し
た
。
授
業
担
当
者

　
　

に
は
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
の
設
定

　
　

を
義
務
付
け
、
授
業
等
の
質
問

　
　

に
個
別
に
対
応
し
た
。

　

④
現
役
学
生
の
歯
科
医
師
国
家
試

　
　

験
合
格
率
の
向
上

　

・
厳
格
な
成
績
判
定
、
学
年
主
任

制
度
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
強
化
等
、
入
学
か
ら
卒
業
ま

で
の
一
貫
し
た
シ
ス
テ
ム
整

備
に
よ
り
、
第
１
１
６
回
歯
科

医
師
国
家
試
・
験
の
現
役
学
生

（
新
卒
）
の
合
格
者
は
54
人
、

合
格
率
93・１
％
を
達
成
し
た
。

２
．
大
学
院
歯
学

　
　

独
立
研
究
科
・

　
　

総
合
歯
科
医

　
　

学
研
究
所

　

①
大
学
院
の
入
学

　
　

定
員
充
足
率
向

　
　

上

　

・
大
学
院
学
生

　
　

募
集
要
項
と

　
　

願
書
等
の
出

　
　

願
書
類
は
、　

　
　

Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
を

　
　

大
学
ホ
ー
ム

　
　

ペ
ー
ジ
に
掲

　
　

載
し
、
効
率

　
　

化
を
図
っ
た
。

　

・
歯
学
部
第
６

　
　

年
生
と
臨
床

表
彰
を
受
け
た
学
生
た
ち

在学生 22 人が
栄誉の受賞

歯学部学生表彰授与式

◇
矢
ヶ
﨑 

康
特
別
賞

　

前
田　

風
華
（
第
５
学
年
）

　

三
野　

耀
執
（
第
４
学
年
）

　

２
０
２
３
年
度
の
歯
学
部
学
生
表

彰
状
授
与
式
が
５
月
25
日
（
木
）、

創
立
30
年
記
念
棟
の
「
常
念
岳
」
で

行
わ
れ
た
。
前
年
度
に
優
れ
た
成
績

を
収
め
た
学
生
計
22
人
を
表
彰
し
、

努
力
を
称
え
た
。

　

最
高
賞
で
あ
る
「
矢
ヶ
﨑 

康
特
別

賞
」
は
、
前
年
度
の
成
績
が
平
均
点

90
点
以
上
で
、
学
年
の
成
績
順
位
１

位
の
学
生
を
、
学
年
ご
と
に
選
出
す

る
。「
矢
ヶ
﨑 

康
賞
」も
学
年
ご
と
で
、

平
均
点
80
点
以
上
で
学
年
成
績
上
位

３
人
が
対
象
と
な
る
。「
ス
ポ
ー
ツ
賞
」

と
「
活
動
賞
」
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
功
績
の
あ
っ
た
学
生
に
贈
ら
れ
る
。

本
年
度
は
、
成
績
が
大
幅
に
向
上
し

た
学
生
を
対
象
と
す
る
「
奨
励
賞
」

の
受
賞
者
は
い
な
か
っ
た
。

　

式
で
矢
ヶ
﨑 

雅
理
事
長
は
、
本
学

が
歯
科
医
師
国
家
試
験
３
年
連
続
全

国
第
２
位
と
な
っ
た
こ
と
を
振
り
返

り
「
今
の
学
生
は
素
晴
ら
し
い
。
４

６
０
０
人
い
る
卒
業
生
の
励
み
で
す
。

皆
さ
ん
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
あ
っ
て

の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」
と
称
え
た
。

そ
の
上
で
「
６
年
間
は
あ
っ
と
い
う

間
で
す
。
し
っ
か
り
と
学
ん
で
知
識

を
吸
収
し
、
学
業
の
ト
ッ
プ
を
目
指

し
て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し
た
。

　

川
原
一
祐
学
長
は「
平
均
点
90
点
、

80
点
の
勉
強
が
で
き
る
の
は
健
康
で

あ
れ
ば
こ
そ
で
す
。
学
生
活
動
で
表

彰
を
受
け
た
人
も
、
健
康
あ
っ
て
こ

そ
受
賞
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当

で
す
。
ど
う
か
健
康
に
留
意
し
て
、

さ
ら
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、

一
層
の
飛
躍
に
期
待
し
た
。

各
賞
の
受
賞
者
（
敬
称
略
）

　

武
井　

祐
太
（
第
３
学
年
）

　

佐
藤　

瑠
海
（
第
２
学
年
）

　

木
ノ
島　

旺
（
第
１
学
年
）

◇
矢
ヶ
﨑 
康
賞

　

葛カ
ツ　
　

上ジ
ョ
ウ
セ
ン瑄（

第
５
学
年
）

　

小
嶋　

嘉
子
（　

〃　
　

）

　

松
浦　

宏
季
（　

〃　
　

）

　

朴パ
ク　
　

漢ハ
ン
ス洙

（
第
４
学
年
）

　

郭カ
ク　
　

倢シ
ョ
ウ
ヨ妤

（　

〃　
　

）

　

福
島　

英
子
（　

〃　
　

）

　

馬マ　
　

維イ
ト
ウ彤

（
第
３
学
年
）

　

箕
浦
史
絵
菜
（　

〃　
　

）

　

田
口　

雄
大
（　

〃　
　

）

　

野
﨑　
　

優
（
第
２
学
年
）

　

張チ
ャ
ン　
　

眞ジ

ノ浩
（　

〃　
　

）

　

廖リ
ョ
ウ　
　

翎レ
イ
ヒ妃

（　

〃　
　

）

　

上
條　

晃
生
（
第
１
学
年
）

　

五
十
子
夕
萌
（　

〃　
　

）

　

大
塚　

快
人
（　

〃　
　

）

◇
ス
ポ
ー
ツ
賞

　

井
口　

創
太
（
第
４
学
年
）

　
第
55
回
全
日
本
歯
科
学
生
体
育
連
盟
正
評
議
委
員

　
２
０
２
２
年
度
体
育
連
絡
協
議
会
委
員
長

　
第
33
回
体
育
祭
実
行
副
委
員
長

　

伊
藤　

公
平
（　

〃　
　

）

　
第
33
回
体
育
祭
実
行
委
員
長

◇
活
動
賞

　

伊
藤　

公
平
（
第
４
学
年
）

　
２
０
２
２
年
度
文
化
連
絡
協
議
会
委
員
長

研
修
歯
科
医
に
対
し
、
６
月
に

大
学
院
説
明
会
を
実
施
し
た
。

　

②
大
学
院
教
育
の
実
質
化

　

・
研
究
者
を
招
き
大
学
院
セ
ミ
ナ

　
　

ー
を
14
回
開
催
し
、
大
学
院
生

　
　

の
能
力
向
上
と
併
せ
大
学
院
担

　
　

当
教
員
の
研
究
活
動
の
活
性
化

　
　

を
図
っ
た
。

　

③
標
準
修
業
年
限
で
の
学
位
授
与

の
促
進

　

・
大
学
院
生
の
指
導
は
、
複
数
教

員
指
導
体
制
と
し
、
主
指
導
教

員
は
学
位
論
文
の
作
成
着
手
か

ら
完
成
に
至
る
ま
で
の
研
究
指

導
の
主
体
的
任
務
を
果
た
し
た
。

　

④
大
学
教
員
、
研
究
者
の
養
成

　

・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン

ト
と
し
て
大
学
院
学
生
１
人
を

採
用
し
、
教
育
・
研
究
指
導
者

と
な
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
機
会
を
提
供
し
、
経
済
的
な

支
援
を
行
っ
た
。

　

⑤
学
位
授
与
状
況

　

・
標
準
修
業
年
限
で
の
学
位
取
得

は
９
人
、
論
文
提
出
に
よ
る
学

位
取
得
者
は
２
人
だ
っ
た
。

３
．
松
本
歯
科
大
学
衛
生
学
院

　

①
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
歯

科
衛
生
士
の
育
成

　

・
第
１
学
年
よ
り
医
療
従
事
者
の

　
　

心
構
え
を
涵
養
し
た
実
習
先
の

　
　

臨
床
実
習
指
導
者
と
、
実
習
生

　
　

連
絡
協
議
会
を
３
回
開
催
し
、

　
　

実
習
生
の
積
極
的
な
診
療
参
加

　
　

の
た
め
の
指
導
体
制
を
整
備
し

　
　

た
。

　

②
優
秀
な
入
学
者
の
確
保

　

・
企
業
主
催
の
進
学
相
談
会
に
14

回
参
加
し
、
進
学
相
談
会
へ
の

参
加
者
は
31
人
で
あ
っ
た
。

　

・
一
日
体
験
入
学
に
つ
い
て
は
、

６
月
と
７
月
、２
回
開
催
し
た
。

　

・
合
格
者
が
入
学
定
員
に
達
し
た

た
め
３
回
目
以
降
の
入
試
は

中
止
し
た
。

　
　

入
学
定
員
充
足
率
は
１
０
０
％

で
あ
っ
た
。

〈
Ⅱ
．
病
院
・
診
療
〉

１
．
病
院

　

⑴
歯
科
部
門

　

・
医
師
、
歯
科
医
師
の
認
定
医
、

　
　

指
導
医
、
専
門
医
に
つ
い
て
取

　
　

得
状
況
調
査
を
行
い
、
診
療
科

　
　

長
に
つ
い
て
は
、
病
院
入
り
口

　
　

の
診
療
科
案
内
に
記
載
し
た
。

　

・
各
科
の
経
費
率
表
を
２
０
２
１

　
　

年
と
同
様
に
提
示
し
、
現
場
の

　
　

職
員
に
も
周
知
す
る
こ
と
に
よ

　
　

り
医
療
支
出
の
削
減
、
医
療
収

　
　

入
の
向
上
を
目
指
す
。

　

⑵
医
科
部
門

　

・
病
院
長
、
副
病
院
長
、
事
務
長

　
　

と
各
診
療
科
長
が
診
療
収
入
、

　
　

支
出
の
見
直
し
検
討
を
行
い
、

　
　

前
年
に
比
較
し
て
経
費
率
の
改

　
　

善
を
計
っ
た
。

　

・
健
診
セ
ン
タ
ー
受
診
者
数
の
増

　
　

加
の
た
め
の
改
革
案
を
作
成
し

　
　

施
設
、
人
員
の
調
整
を
行
い
、

　
　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
、

　
　

病
院
内
で
配
布
し
た
。

２
．
診
療

　

・
病
院
全
体
の
患
者
数
は
前
年
度

比
４
・
０
％
減
、
診
療
実
績
は

前
年
度
比
10・５
％
減
と
な
っ
た
。

〈
Ⅲ
．
管
理
・
運
営
〉

　

⑴
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理

　

・
施
設
・
設
備
の
維
持
に
つ
い
て

安
全
面
に
配
慮
し
て
、
必
要
な

も
の
か
ら
工
事
・
修
繕
を
行
っ

た
。

　

・
節
電
対
策
と
し
て
、
実
習
館
２

階
総
合
歯
科
研
究
所
、
本
館
北

棟
（
２
～
５
階
）
の
照
明
器
具

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
更
新
工
事
を
行
っ
た
。

　

・
２
０
２
２
年
８
月
８
日
か
ら
太

陽
光
発
電
に
よ
る
電
力
自
給

を
開
始
し
、
原
油
換
算
値
対
前

年
度
比 

３
１
９
・
７
７
kl
（
△

12
・５
％
）
の
削
減
と
な
っ
た
。



Campus Today� No. 473, June 1, 2023／page 4

HOT LINE 0263–54–3210
松本歯科大学　入試広報室

www.mdu.ac.jp

一 日 体 験 入 学
① 6月18日㈰   ② 7月  2日㈰

③ 7月23日㈰　④ 7月30日㈰
※6・7月開催分のみ掲載

開催時間 9：30 ～ 15：00（受付 9：00 ～）
●キャンパスツアー　●ランチ体験
●模擬実習　●入試説明　●進学相談　など

※参加希望の方は、本学ホームページ
　または下記までご連絡ください。

■お問い合わせ■

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

歯周病と
健康寿命との関係

中庭の芝生で遊ぶ子供たち

病院だより vol.50 来
て
見
て
知
っ
て
感
じ
て
!

歯
学
部
で
一
日
体
験
入
学
始
ま
る

　

写
真
部
は
４
月
15
日
（
土
）、
新

入
生
歓
迎
撮
影
会
を
行
い
、
新
潟
県

の
上
越
市
水
族
博
物
館
「
う
み
が
た

り
」
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
初
は
長
野
県
北
部
の
桜
の
名
所

に
行
く
予
定
で
し
た
が
、
あ
い
に
く

の
雨
天
と
予
想
以
上
に
桜
前
線
の
北

上
が
早
く
旬
を
逃
し
た
こ
と
か
ら
急

遽
、
屋
内
で
撮
影
可
能
な
う
み
が
た

り
に
変
更
し
、
新
入
部
員
10
人
を
含

む
21
人
で
、
車
４
台
に
分
乗
し
高
速

道
路
で
現
地
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

う
み
が
た
り
は
、
日
本
海
の
目
前

に
あ
る
ガ
ラ
ス
張
り
で
開
放
感
の
あ

る
施
設
で
し
た
。
マ
ゼ
ラ
ン
ペ
ン
ギ

ン
の
展
示
に
力
を
い
れ
て
お
り
、
本

来
な
ら
ば
泳
い
で
い
る
姿
を
見
ら
れ

た
り
餌
あ
げ
を
し
た
り
で
き
た
そ
う

で
す
が
、
訪
れ
た
日
は
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
関
係
で
中
止
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
イ
ル
カ
シ
ョ
ー

や
イ
ワ
シ
の
大
群
な
ど
撮
影
す
る
に

は
十
分
な
ブ
ー
ス
が
あ
り
、
３
６
０

度
が
ア
ク
リ
ル
ガ
ラ
ス
の
海
中
ト
ン

ネ
ル
「
う
み
が
た
り
チ
ュ
ー
ブ
」
な

写
真
部
が
新
入
生
歓
迎
撮
影
会
を
開
催

上
越
市
水
族
博
物
館
で
マ
ク
ロ
～
ミ
ク
ロ
な
世
界
を
堪
能

ど
ヒ
ト
も
撮
影
映
え
す
る
ス
ポ
ッ
ト

も
あ
り
ま
し
た
。

　

期
間
限
定
で
行
わ
れ
て
い
た
「
い

き
も
の
が
か
た
る
造
形
美
」
と
い
う

透
明
標
本
展
示
は
、
個
人
的
に
特
に

印
象
深
か
っ
た
で
す
。
透
明
標
本
作

家
の
冨
田
伊
織
さ
ん
が
、
カ
エ
ル
や

ハ
リ
セ
ン
ボ
ン
な
ど
の
骨
格
標
本
に

芸
術
性
を
プ
ラ
ス
さ
せ
た
作
品
を
展

示
し
て
い
て
、
そ
の
技
術
の
繊
細
さ

に
は
脱
帽
す
る
の
み
で
し
た
。

　

今
回
の
撮
影
会
で
は
、
イ
ル
カ
シ

ョ
ー
な
ど
の
マ
ク
ロ
な
世
界
か
ら
透

明
標
本
展
示
の
よ
う
な
ミ
ク
ロ
な
世

界
ま
で
幅
広
く
堪
能
し
、
カ
メ
ラ
に

収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

１
～
６
学
年
の
全
部
員
が
参
加
し
た

た
め
、
ヨ
コ
だ
け
で
は
な
く
タ
テ
の

繋
が
り
も
充
実
と
し
た
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
日
々
実
習
や
学
科
で
忙
し

い
部
員
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
も
な

り
、
学
校
生
活
の
良
き
思
い
出
の
一

つ
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

（
第
５
学
年　

写
真
部　

河
合 

俊
明
）

　

現
在
、
歯
科
医
療
は
従
来
の
治
療

か
ら
予
防
と
管
理
、
さ
ら
に
口
腔
健

康
か
ら
全
身
健
康
へ
変
化
し
、
基
礎

疾
患
を
も
た
な
い
患
者
の
歯
・
歯
周

組
織
を
対
象
と
し
た
健
常
者
型
治
療

か
ら
、
治
療
の
リ
ス
ク
・
難
度
の
増

加
し
た
高
齢
者
型
治
療
へ
と
変
化
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
歯
周

病
は
口
腔
と
い
う
局
所
の
感
染
症
と

捉
え
る
だ
け
で
な
く
、
全
身
に
対
す

る
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
の
持
続
的
な

慢
性
炎
症
性
疾
患
と
し
て
も
捉
え
ら

れ
ま
す
。
歯
周
病
と
全
身
疾
患
の
因

果
関
係
、
関
連
性
に
関
し
て
は
、
歯

周
病
に
罹
患
し
た
歯
周
組
織
内
の
細

菌
や
さ
ま
ざ
ま
な
炎
症
性
物
質
が
血

液
を
介
し
て
全
身
に
影
響
す
る
可
能

性
（
糖
尿
病
、
心
臓
血
管
疾
患
、
肥

満
・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、

誤
嚥
性
肺
炎
、
低
出
生
体
重
児
・
早

産
）
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
介
護
が
必
要
と
な
る
主

な
原
因
が
、
生
活
習
慣
病
と
、
認
知

症
や
転
倒
・
骨
折
な
ど
の

老
年
症
候
群
で
あ
り
、
老

年
症
候
群
の
原
疾
患
と
し

て
も
生
活
習
慣
病
が
関
連

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
歯
周
病
と
の
関

連
が
多
く
の
研
究
に
よ
り

報
告
さ
れ
、
こ
こ
に
超
高

齢
社
会
に
お
け
る
介
護
予

防
、
そ
し
て
健
康
寿
命
延

伸
と
の
関
連
性
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
に
対
す

る
歯
周
病
治
療
は
、
高
齢

者
に
な
っ
て
か
ら
の
対
応

だ
け
で
な
く
、
幼
児
期
か

ら
高
齢
者
に
な
る
こ
と
を

見
据
え
て
対
応
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
現
在
ま
で

幼
児
期
、
成
人
期
、
高
齢
期
と
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
を
区
切
っ
て
対
応
す
る

こ
と
が
一
般
的
で
し
た
が
、
今
後
は

ラ
イ
フ
コ
ー
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
の
観
点

か
ら
歯
周
病
治
療
に
取
り
組
む
べ
き

で
す
。

　

高
齢
者
で
問
題
と
な
る
高
度
に
進

行
し
た
歯
周
疾
患
は
、
幼
児
期
か
ら

成
人
期
に
お
け
る
し
っ
か
り
と
し
た

歯
周
病
治
療
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病

の
発
症
、
悪
化
が
抑
制
さ
れ
、
高
齢

期
で
の
予
防
、
発
症
を
遅
延
で
き
、

要
支
援
、
要
介
護
予
防
が
出
来
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
８
０
２
０
運
動
等
の
啓
蒙

活
動
に
よ
り
80
歳
で
20
本
以
上
の
歯

が
残
っ
て
い
る
人
（
８
０
２
０
運
動

達
成
者
）
の
割
合
は
、
平
成
28
年
歯

科
疾
患
実
態
調
査
に
お
い
て
51
・
２

％
と
な
り
、
今
後
も
増
加
す
る
こ
と

が
推
測
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
現
在

歯
に
４
ミ
リ
以
上
の
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト

を
有
す
る
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割

合
も
８
０
２
０
達
成
者
率
と
比
例
し

て
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

未
だ
世
界
の
ど
の
国
も
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
超
高
齢
社
会
が
到
来

し
、
こ
の
分
野
で
世
界
を
牽
引
す
る

わ
が
国
に
と
っ
て
、
要
介
護
予
防
に

よ
る
健
康
寿
命
の
延
伸
は
医
療
の
最

重
要
課
題
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
歯
周
病
が
健
康
寿
命

に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
、
す
な
わ
ち

要
介
護
予
防
と
し
て
の
歯
周
病
治
療

の
意
義
を
証
明
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

（
歯
科
保
存
学
講
座
（
歯
周
病
）
教
授 

吉
成
伸
夫
）

　

開
放
的
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
自

然
豊
か
な
松
本
歯
科
大
学
キ
ャ
ン
パ

ス
に
、
多
く
の
人
が
散
策
に
訪
れ
る

季
節
に
な
っ
た
。
５
月
11
日
（
木
）

は
近
く
の
塩
尻
市
広
丘
南
保
育
園
の

３
歳
児
ク
ラ
ス
「
す
ず
め
組
」
の
子

供
た
ち
が
、「
遠
足
」
と
し
て
訪
れ

た
。
子
供
た
ち
は
、
木
漏
れ
日
を
浴

び
な
が
ら
芝
生
の
上
を
走
り
回
っ
た

り
、
寝
転
が
っ
た
り
し
て
元
気
い
っ

ぱ
い
遊
び
、
愛
ら
し
い
歓
声
を
響
か

せ
て
い
た
。

　

子
供
た
ち
は
カ
ラ
フ
ル
な
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
、
お
よ
そ
１

キ
ロ
の
道
の
り
を
引
率
者
５
人
に
導

か
れ
て
や
っ
て
き
た
。
学
生
ラ
ウ
ン

ジ
南
側
の
庭
に
あ
る
大
き
な
木
の
下

で
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
下
す
と
、
半

日
陰
の
木
立
の
中
の
芝
生
で
、
か
け

っ
こ
や
松
ぼ
っ
く
り
集
め
な
ど
を
楽

し
ん
だ
。「
も
っ
と
、
も
っ
と
」
と

保
育
士
に
せ
が
ん
で
吹
き
出
し
て
も

ら
っ
た
き
ら
き
ら
光
る
シ
ャ
ボ
ン
玉

を
、
夢
中
で
追
い
か
け
て
遊
ぶ
グ
ル

ー
プ
も
あ
っ
た
。

　

引
率
者
の
一
人
、
百
瀬
理
律
子
園

長
代
理
は
「
天
気
に
恵
ま
れ
て
よ
か

っ
た
。
み
ん
な
楽
し
そ
う
」
と
子
供

た
ち
を
見
守
っ
て
い
た
。
子
供
た
ち

が
拾
い
集
め
た
松
ぼ
っ
く
り
や
小
枝

は
園
に
持
ち
帰
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
で
活
用
す
る
と
い
う
。

緑
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
愛
ら
し
い
歓
声
響
く

広
丘
南
保
育
園
児
た
ち
が
本
学
に″
遠
足
〟

〔
兼
務
〕 

４
月
１
日
付

　

樋
口 

大
輔 

（
口
腔
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
長
兼
務
）

〔
配
置
換
・
兼
務
〕 

４
月
１
日
付

　

笠
原　

隼
男�

（
講
師
（
病
院
補
綴
科
）　
　
　
　
　

大
学
院
歯
学
独
立
研
究
科
顎
口
腔
機

能
制
御
学
講
座
兼
務
　
歯
学
部
兼
務
）

〔
定
年
退
職
〕　　
　

４
月
15
日
付

横
山　

咲
恵 

（
病
院
病
棟
看
護
師
室
看
護
師
）

〔
採
用
〕 

４
月
16
日
付

　

横
山　

咲
恵 

（
病
院
病
棟
看
護
師
室
看
護
師
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
））

〔
自
己
都
合
〕 

４
月
30
日
付

　

内
藤　

幸
子 

（
病
院
外
来
看
護
師
室
看
護
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
契
約
職
員
） 

）

　

市
枝　

知
里 

（
事
務
局
大
学
病
院
事
務
室
事
務
員
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
） 

）

〔
採
用
〕 

５
月
1
日
付

宮
ノ
尾
秀
彦 

（
事
務
局
長
付
特
命
担
当
）

　

寺
田
加
奈
子 

（
病
院
外
来
看
護
師
室
看
護
師
（
契
約
職
員
））

〔
配
置
換
・
兼
務
〕 

５
月
１
日
付

　

山
口　

葉
子�

（
講
師
（
東
京
診
療
所
）　
大
学
院
歯
学

独
立
研
究
科
顎
口
腔
機
能
制
御
学
講
座

兼
務
　
歯
学
部
歯
科
補
綴
学
講
座
兼
務

）

３
日
㈯

　

解
剖
諸
霊
位
慰
霊
祭

10
日
㈯

　

一
日
体
験
入
学
（
衛
生
学
院
）

18
日
㈰

　

一
日
体
験
入
学
（
歯
学
部
）

19
日
㈪

　

Ⅰ
期
試
験
（
第
５
学
年
）

　

歯
学
部
へ
の
進
学
に
関
心
の
あ
る

高
校
生
や
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
し

た
本
年
度
の
「
一
日
体
験
入
学
」
が

５
月
21
日
（
日
）、
始
ま
っ
た
。
参

加
者
た
ち
は
、
学
生
が
案
内
役
を
務

め
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
で
施
設
を

見
学
し
た
り
、
授
業
の
雰
囲
気
を
体

験
で
き
る
模
擬
授
業
を
受
け
た
り
し

て
、
本
学
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

　

本
年
度
最
初
の「
一
日
体
験
入
学
」

に
は
、
国
内
だ
け
で
な
く
遠
く
は
韓

国
か
ら
も
合
わ
せ
て
14
人
の
高
校
生

と
保
護
者
が
参
加
し
た
。
宇
田
川
信

之
歯
学
部
長
は
、
創
立
30
年
記
念
棟

に
集
ま
っ
た
参
加
者
を
前
に
「
よ
う

こ
そ
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本

日
は
い
ろ
い
ろ
体
験
を
し
て
い
た
だ

き
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
何
で
も
ご

質
問
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ

し
、
参
加
を
大
い
に
歓
迎
し
た
。
続

い
て
教
務
部
長
の
中
村
浩
彰
教
授

が
、
歯
科
医
療
や
歯
科
医
師
を
取
り

巻
く
状
況
、
本
学
が
高
い
合
格
率
を

維
持
し
て
い
る
歯
科
医
師
国
家
試
験

の
概
要
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
解
説

し
た
あ
と
、「
歯
の
構
造
」
を
テ
ー

マ
に
模
擬
講
義
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
は
日
本
人
と
韓
国
人
で

２
班
に
分
か
れ
、
第
６
学
年
の
山

﨑 

優
さ
ん
と
大
学
院
生
の
金 

唯
眞

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
、
大
学
生
活
に
つ

い
て
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
説
明
。
キ

ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
で
は
病
院
や
講
義

館
、
中
庭
、
キ
ャ
ン
パ
ス
イ
ン
を
案

内
し
、
移
動
に
は
一
部
バ
ス
を
使
っ

て
巡
っ
た
。

　

模
擬
授
業
で
は
、入
門
歯
科
医
学
・

谷
内
秀
寿
講
師
が
、
顎
の
模
型
に
人

工
歯
を
正
し
く
美
し
く
埋
め
込
む

「
人
工
歯
排
列
」
を
手
ほ
ど
き
し
た
。

参
加
し
た
高
校
生
た
ち
は
、
学
生
の

実
習
と
同
様
に
白
衣
を
着
用
し
て
授

業
に
臨
ん
だ
。
真
剣
な
表
情
で
取
り

組
み
「
難
し
か
っ
た
け
ど
、
面
白
か

っ
た
」「
相
当
練
習
し
な
い
と
き
ち

ん
と
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
な

ど
と
感
想
を
話
し
て
い
た
。

　
「
一
日
体
験
入
学
」
は
本
年
度
も
、

10
月
ま
で
に
全
10
回
の
開
催
を
予
定

す
る
。
予
約
制
で
参
加
者
を
受
け
付

け
、
学
生
や
教
員
の
協
力
も
受
け
な

が
ら
本
学
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

模擬授業で谷内講師の指導を受ける参加者

新歓撮影会に参加した写真部員たち


